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　本書は、多文化社会の成功事例として取り上げられること
の多いオーストラリアの大都市圏を対象に、各エスニックグ
ループの特徴を大都市圏の構造から捉える。
　詳細な聞き取り調査による質的・定性的な分析と、GIS( 地
理情報システム ) と各種統計による客観的・定量的な分析が
組み合わされている。
　地理学者の目を通して、炙り出された現代オーストラリア
の社会の実態や諸問題を明らかにする。
　コラムが、オーストラリアの「今」を親しみやすく紹介。
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